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(
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。)

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持
ち
も
新
た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
戦
後
80
年
の
節
目
に
、
戦
後
80
周
年
平
和
祈
念
事
業
と
し
て
40
事
業
に

全
庁
体
制
で
取
り
組
み
、
次
世
代
を
担
う
若
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
県
民
の
「
平
和

を
考
え
る
機
会
」
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
平
和
を
希
求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」

を
国
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
と
ハ
ワ
イ
州
の
姉
妹
提
携
40
周
年
及
び

ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ダ
の
沖
縄
移
民
1
2
5
周
年
を
迎
え
、
現
地
で
の
記
念
行
事
、
文
化

交
流
を
通
じ
、
沖
縄
県
と
ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ダ
の
絆
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
1
0
7
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
沖
縄
尚
学
高
等
学
校
が
優
勝
し
、
県
民
に
大
き
な
誇
り
と
勇
気
と
希
望
を

も
た
ら
す
な
ど
、
本
県
に
と
っ
て
、
大
変
意
義
深
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
台
風
第
８
号
に
よ
る
大
東
島
地
方
の
記
録
的
な
大
雨
や
、
導
水
管
破
損

に
よ
る
断
水
な
ど
、
県
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
案
も
発
生
し
、
県
は
国

や
市
町
村
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
は
、
沖
縄
の
象
徴
で
あ
る
首
里
城
正
殿
が
い
よ
い
よ
完
成
い
た
し
ま
す
。

正
殿
の
完
成
は
、
首
里
城
復
興
の
大
き
な
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
首
里
城
に
象
徴

さ
れ
る
歴
史
・
文
化
の
価
値
を
次
世
代
へ
継
承
し
、
国
内
外
に
向
け
て
沖
縄
の
魅
力

を
発
信
す
る
な
ど
、
首
里
城
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

沖
縄
経
済
は
、
観
光
需
要
が
好
調
で
、
大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
開
業
と
い
っ
た
明

る
い
材
料
は
あ
る
一
方
で
、
長
引
く
物
価
高
や
人
手
不
足
等
に
よ
り
、
県
民
生
活
や

事
業
活
動
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
県
内
各
産
業
に
お
け
る
賃
上
げ
や

労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
経
済
の
成
長

と
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
、
全
産
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
県
内
企
業
へ
の

賃
上
げ
支
援
な
ど
、
県
内
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
に
向
け
た
各
種
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
総
人
口
は
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ

る
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策
等
に
よ
り
人
口
減
少
の

ペ
ー
ス
を
緩
和
さ
せ
つ
つ
、「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
な
ど
持
続
可
能
な
社
会
が
成
り
立

つ
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
小
規
模
離
島
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
等

に
よ
り
地
域
社
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

こ
ど
も
・
子
育
て
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
比
較
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

ど
も
の
貧
困
問
題
の
早
急
な
解
消
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
、

社
会
の
一
番
の
宝
で
あ
る
こ
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
こ
ど
も
若
者
の
意
見
表
明

や
社
会
参
画
な
ど
、
こ
ど
も
施
策
を
力
強
く
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
外
交
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
構
築
と
相
互
発
展
に
貢

献
す
る
た
め
、
国
連
等
の
国
際
機
関
や
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合
な
ど
の
国

際
的
な
自
治
体
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

け
る
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
県
民
生
活
の
質
の
向
上
、
地
域
経
済
活
性

化
な
ど
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
共
交
通
の
将
来
像
を
県
民
と
描
き
、
そ
の
実

現
に
必
要
な
取
組
を
検
討
す
る
「
次
世
代
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
お
き
な
わ
(
仮
称
)」
の
策

定
に
、
ま
ち
づ
く
り
、
基
地
跡
地
利
用
の
観
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
3
年
に
政
府
に
提
出
し
た
建
白
書
や
、

2
0
2
2
年
に
取
り
ま
と
め
た
新
た
な
建
議
書
に
込
め
ら
れ
た
県
民
の
願
い
を
実
現

す
る
た
め
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
を
貫
く
と
と
も
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険

性
除
去
や
県
外
・
国
外
移
設
等
の
米
軍
基
地
負
担
の
在
り
方
、
米
軍
基
地
の
整
理
・

縮
小
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
等
を
日
米
政
府
及
び
全
国
に
訴
え
続
け
る
と
と

も
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
や
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
環
境
問
題
、
多
発
す

る
米
軍
関
係
の
事
件
・
事
故
な
ど
沖
縄
の
正
確
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

今
年
は
、「
新
・
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
の
折
り
返
し
を
迎
え
る
大

切
な
一
年
と
な
り
ま
す
。
平
和
で
誇
り
あ
る
豊
か
さ
「
新
時
代
沖
縄
」
を
更
に
そ
の

先
へ
進
め
、
誰
も
が
輝
き
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
幸
福
が
真
に
実
感
で
き
る
沖
縄
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
県
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ク
ト
ゥ
シ
ン　

ユ
タ
サ
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グ
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ゲ
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ビ
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(
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。)

令
和
八
年
一
月
一
日
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年頭のご挨拶 

「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

池田副知事は国保連合会、市長
会、町村会、市議会議長会、北部医
療財団、北部市町村会の関係団体と
ともに厚生労働省を訪れ、沖縄県の
市町村国保における前期高齢者交付
金が少ないことや子どもの加入割合
が高いことなどの特殊事情に配慮し
た財政支援を求めました。また、北部

医療圏唯一の基幹病院となる公立沖
縄北部医療センターの整備などにつ
いて、所要の財政措置を求めるとと
もに、離島診療所への医師派遣をは
じめとする沖縄県の地理的特殊性を
考慮した医師確保政策を訴えました。

最新のIT技術やDXが集まる
「ResorTech EXPO 2025 in Okinawa」
が沖縄サントリーアリーナで開催さ
れました。
大城副知事はオープニングセレモ
ニーで「本EXPOがアジアと日本、
そして世界を結び、新たなビジネス
交流とイノベーション創出の場にな

ることを期待する」と述べました。
来場者数・参加企業数とも過去最
高を記録し、県のDX推進への機運
を高める、重要な一助となりました。

玉城知事は、東京都で開催した「デ
ニー知事トークキャラバンin大東文
化大学」に登壇しました。トークキャ
ラバンは、普天間飛行場の一日も早
い危険性の除去、辺野古新基地建設
および日米地位協定の問題について
広く周知し、解決につながる国民的
議論の機運醸成を図ることを目的

に、全国各地で開催しています。
会場の約200名の方々に、「自分
ごと」として考えることの大切さを
呼びかけました。

玉城知事は、兵庫県尼崎市立尼崎
高等学校を訪れ、全国高等学校野球
選手権大会および選抜高等学校野球
大会において、沖縄県代表校を長き
にわたり、心のこもった演奏で応援
し、甲子園での活躍に大きく貢献し
たとして、同校吹奏楽部に感謝状を
贈呈しました。

贈呈式では吹奏楽部による歓迎の
演奏で盛大に迎えられ、知事からは、
これまでの友情応援に対し、心から
のお礼を直接伝えるとともに、引き
続き県代表校に対する友情応援をお
願いしました。

沖縄県の国民健康保険事業に
対する財政支援等を求める要請

「ResorTech EXPO 2025 
in Okinawa」の開催

デニー知事トークキャラバン
in大東文化大学

尼崎市立尼崎高等学校
吹奏楽部 感謝状贈呈式

11月

4

11月

5

11月

13

11月

18

沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 2026
vol.6042025.11

吹奏楽部生徒代表に感謝状を授与する玉城知事

オープニングセレモニーの様子

厚生労働省 仁木副大臣に要請書を手交

会場の様子

02  年頭のご挨拶
03 県政フラッシュ
04  特集： 「沖縄県」この一年
06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン　
［第９回　学校給食編］

08  沖縄県こども・若者計画　
沖縄県子ども若者みらい相談プラザ s

ソ ラ エ
orae

 読者の声
09  県の動き１　
総合型地域スポーツクラブを知ろう

  県の動き２　
大切な農地を貸してください！

10  Fun Fan Local  ［vol.9 浦添市］

 アンケート＆プレゼント　

11  県の動き３　
沖縄県が認証する「琉球料理が味わえる店」

12 情報ひろば
14  県の動き４　
あなたの空き家、地域の未来につなげませんか？

 広報課からのお知らせ

寒緋桜の木々にメジロが
とまる姿は沖縄の新春の
風物詩。濃いピンク、鮮
やかな黄緑色が沖縄の冬
空を彩ります。
（撮影：白木 裕紀子）

「変わらぬ風景に和む新春」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2025年11月１日現在）

66万1,103世帯
※前月比1,083世帯増加

146万7,394人
※前月比940人増加

総人口 世帯数

3 美 ら 島 沖 縄 2026.1
奥武山公園・コミュニティセンター及び周辺・沖縄セルラースタジアム那覇周辺（外周）


